
     しただの郷学園 

       

５・６年生合同自然体験学習 

しただの郷学園自然体験学習 ７月２日（水）～７月３日（木） 

７月、しただの郷学園では初の試みである「５・６年生合同自然体験学習」を国立妙高

青少年自然の家で行いました。「野外での活動を通して、自分や友達のよさを認め合いな

がら、小学校間の連帯を深める」「友達との共同生活を通して、集団の一員として責任を

もって行動しようとする態度を育てる」「自然に親しみながら楽しく活動し、自然を大切

にしようとする気持ちを育てる」という３つの目的をもって臨みました。 

オリエンテーリングでは、天候により６年生と５年生で館内・屋外の違いはありました

が、どちらの学年もグループのメンバーと協力し助け合いながら、精一杯活動しました。

また、キャンプファイヤーでは、火の司、火の守の役になった子どもたちが、しっかりと

役割を演じ、スタンツを通して５校の友情が深まっていく様子が見られました。クラフト

活動では、自然の家の材料（木材）を使って、思い出となる品を作成しました。のこぎり

を使っての活動でしたが、大きなけがもなく活動を終了することができました。 

この２日間の集団生活を通して、自分で考えて行動できること（自主性）や自身の生活

面での課題克服（生活力）について、新たな気付きをもつことができたと感じております。

保護者の皆様、ご理解とご協力をありがとうございました。 

 

 

 

 

第１3９号 令和７年 9月２４日 

しただの郷学園小中一貫教育推進会議広報部（担当：笹岡小学校） 



項　　　　　　　　　　目 大 丈 夫 だいたい 大丈夫 少し不安 とても 不安

1年前 １　中学校の学校生活についてどう感じますか？

現在 １　中学校生活のリズムに慣れましたか？

項　　　　　　　　　　目 大 丈 夫 だいたい 大丈夫 少し不安 とても 不安

1年前 ２　中学校では，新しい教科が加わります。どう思いますか？

現在 ２　英語や技術などの新しい教科についていけそうですか？

項　　　　　　　　　　目 大 丈 夫 だいたい 大丈夫 少し不安 とても 不安

1年前 ３　新しいクラスメイトとの出会いをどう思いますか？

現在 ３　新しいクラスメイトと仲よくなって友達になれましたか？

項　　　　　　　　　　目 大 丈 夫 だいたい 大丈夫 少し不安 とても 不安

1年前 ４　中学校の体育祭や文化祭などの行事は楽しみですか？

現在 ４　体育祭や文化祭などの行事は乗り越えられそうですか？

項　　　　　　　　　　目 大 丈 夫 だいたい 大丈夫 少し不安 とても 不安

1年前 ５　部活動についてどう感じていますか？

現在 ５　部活動の練習には，ついていけそうですか？

項　　　　　　　　　　目 大 丈 夫 だいたい 大丈夫 少し不安 とても 不安

1年前 ６ 先輩たちとの出会いをどう思いますか？

現在 ６　先輩たちとのかかわりはどうですか？

項　　　　　　　　　　目 大 丈 夫 だいたい 大丈夫 少し不安 とても 不安

1年前 ７　中学校の先生方との出会いをどう思いますか？

現在 ７　先生方とのかかわりはどうですか？
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　しただの郷学園では毎年、小学校6年生と中学校1年生を対象に、「進学アンケート」を実施しています。この
アンケートは、3月まで小学生だった子どもたちが、中学校へ入学してどのように意識が変わったかを把握する
とともに、小中連携の在り方を探る指標となっております。今年度の結果は、以下のとおりです。
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　アンケート結果から、小学校6年（1年前）のときに抱いていた不安が、中学校1年（現在）では、概ね解消され
ていることが分かります。特に、項目３「友達」６「先輩」における不安については、大きく解消されています。これ
は、しただの郷学園小中一貫教育（各部会ごとの取組や活動）による１つの成果です。引き続き、計画的な取組
や活動を推進していきます。

Ｒ７「進学アンケート」の結果

中学校1年生  (現在　と　1年前)
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アンケート対象
しただの郷学園各小学校6年生

下田中学校1年生



進学アンケート資料



しただの郷学園 あいさつ運動 
 ７月１５日（火）の朝、下田中学校の代表生徒が５つの小学校に出向き、小学生の登校に

合わせてあいさつ運動を行いました。 

中学生が大きな声で礼儀正しく挨拶をすることで、小学生にとっては大人の立ち振る舞い

を見ることができ、よきロールモデルとなっていました。また、小学生が明るく元気に挨拶

を返すことで、中学生にとっては心と心が通い合う挨拶のよさを改めて実感することができ

ました。 

あいさつ運動後の振り返りでは、小学生からは「挨拶をして中学生から褒めてもらえて嬉

しかった」「中学生の挨拶を見習いたい」、中学生からは「立ち止まって挨拶する人がいてす

ばらしいと思う」「元気な挨拶をさらに続けてほしい」など、互いのよさを実感し認め合って

いる様子が伺えました。 

このように、異年齢による活動にはさまざまなメリットがあります。小中一貫であいさつ

運動に取り組むことで、子供たちの成長への期待がさらに膨らみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しただの郷学園 人権教育、同和教育研修会 
 ７月３１日（木）、燕市立分水小学校 和平秀樹様 を講師に迎え、「令和７年度しただの郷

学園人権教育、同和教育研修会」を実施しました。 

 演題は「よりよい自分に変わる営みをあなたと」、講話だけでなく具体的な実例を挙げなが

らの演習により充実した研修会となりました。特に、近くの人に無言でものを渡すパターン

と言葉を添えて渡すパターンで比較する演習では、「どうぞ」や「ありがとう」という相手を

尊重する言葉を添えるだけで互いに良い関係を築けることを体感しました。人は「学ぶこと

で気付き、体験をする中で実感し、活用して身に付ける」ことを実感しました。 

また、講演の中で、「社会はよりよい方向に変わってきていて、人と人との関係をプラスへ

意識することが重要である」という話がありました。

そのためには、①確かな認識をもつこと、②自身の

人権感覚を磨き高めること、③力量（指導力）を高

めること、が重要であることを指導していただきま

した。研修を通して、人権教育、同和教育への理解

を深め、教育実践への意欲が高まった職員が多いと

思います。２学期以降、各校で研修の成果を発揮で

きるのではないかと感じています。 
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